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ACCUプログラム

「アジア太平洋ユネスコ事業フォーラム：文化と教育の未来」開催報告 

アジア太平洋の「いま」を考える 

佐藤國雄（ユネスコ・アジア文化センター理事長） 

ACCUはユネスコ及び日本ユネスコ国内委員会の協力のもとに2003年７月29日から31日まで、 30か国のアジア太平洋諸国やUNESCOの代表など70名以上の海外からの参加者と約30名の日本人参加者を得て、 

ACCU国際教育交流事業として『アジア太平洋ユネスコ事業フォーラム：文化と教育の未来』を開催しました。 

[image: image1.jpg]


なぜ今フォーラムか？ 

　ACCUはグローバリゼーションの波の中で各国に急激な変化が起きてきていることをひしひしと感じはじめていました。各国間で経済的、社会的格差が広がってきたばかりか、それぞれの国の中でも地域的格差が広がってきています。ACCUは幸いにもこれまで30年にわたり、アジア太平洋地域のユネスコ関係機関や教育・文化の専門家たちとの間に広汎なネットワークを形成してきました。そうした人々から草の根の現場で、今なにが起きているかを教えてもらい、ACCUの活動を将来に向けてどう計画していけばよいのかをこのフォーラムを通して考えてみたいと思いました。ACCUの活動は、支援して下さる民間企業や個人の方々の維持会費と政府の補助金に依存して実施されてきました。近年、他の財源への移行も始めていますが、政府全体の補助金一律削減の影響がますます大きく感じられるようになってきました。したがって、今後のACCUの活動を資金規模との関係で優先順位をつけて選択していく必要に迫られてきているわけです。この作業もアジア太平洋諸国が今、何を必要としているのかを知ることから始まります。 

　このフォーラムは３つの主たる目的を掲げました。（１）アジア太平洋諸国の､特に文化の多様性と万人のための教育にかかる重要課題を共有すること、（２）「ユネスコ中期計画」、「国連識字の10年」、「国連持続可能な開発のための10年」などユネスコ関連活動についての現況を知ること、および（３）アジア太平洋地域全体、国レベル、地方レベルで行える諸事業・活動について具体的な提案を行うこと、でした。 

問題を共有して 

　29日の基調講演では、アジア研究で長いご経験をお持ちの石井米雄・神田外国語大学長が、今後の教育・文化における地域協力の進め方について、特に言語領域で極めて示唆に富むお話をされました。グローバリゼーションの進行のなかで自国語と英語とのバランスをとりながら、言語が国の誇りであることを十分認識することの大切さを強調されました。EUでは膨大な翻訳・通訳費用にもかかわらず、それぞれの言語を大切にしているという事実にふれながら、文化の多様性維持を通じて、人類共通の文化遺産を維持・確保していくための事業をACCUが引き続き行っていくことを要請されました。タイのトゥアンチャイ上院議員からはタイ北部に生活する山岳部族の習俗保存とその地域村落開発活動について、その運動の創設者としての苦労と経験にもとづいた生の声をきくことができました。続いてシェーファー・ユネスコバンコク事務所長からは、アジア諸国の教育・文化にかかわるユネスコの諸事業が簡潔に紹介され、参加者はそれぞれ自国の置かれた状況について相対的な位置を確かめることができました。ACCUもこれまでの事業紹介を簡単に行いました。 
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　パネル・ディスカッションでは５人のパネリスト（注）によって、各々の経験が語られました。岩男氏は江戸末期には寺子屋が50,000もあったことに言及されながら、貧困のなかでも教育を大切にする社会環境を作り出していくことの重要性を強調されました。アリアラトネ氏からは「村落から学ぶ」をモットーにすべての住民を巻き込んだ諸活動の紹介が行われました。また、ペフィアンコ氏から は東南アジア教育大臣機構の行っている教員養成面での地域協力の具体的紹介が行われました。千葉氏はユネスコでの長い経験を踏まえ、ユネスコの過去と未来の展望を詩で紹介されました。参加者からは具体的な質問が多く出され、アジア諸国が同じ問題を抱えていることがよみとれ、極めて有意義な会合になりました。 

　31日には３つのグループに分かれてワークショップを行いました。それぞれのテーマは（１）持続可能な世界をつくるために草の根で何ができるか（２）人材開発のためのパートナーシップと（３）グローバリゼーションとアイデンティティです。このような大きな課題を選んだのは、参加者の多様な経験を幅広く討議に活かしたいと考えたことと、中長期的にどのような取り組みの可能性があるのかを従来の事業活動の枠を超えて考えてみたかったからです。各分科会では３～４人から自国の具体的な事業紹介とACCU及びユネスコの関連事業の紹介が行われた後、熱心な討議が行われました。３分科会から全体で10のACCUに対する事業提案が出されました。 

ACCUのこれから 

　今回フォーラムの成果として考えられることをいくつか簡単に以下にまとめてみたいと思います。 

　第１に、現在ACCUが関わっていない分野で、様々な動きがアジア太平洋で起きていることがわかったことです。たとえば少数言語の保存と教育といった、かつては極めて政治的な問題としてタブー視されていた課題が取り上げられていることです。どの国も財政的な困難のため、教育・文化関係予算が削られてきていますが、そのなかで自分たちのイニシアチブで何かを始めなくてはならないという意欲が感じられました。 

　第２には新しい分野でACCUのネットワークに参加してもらいたい専門家が見つかったことです。少数言語とか無形文化財あるいは博物館事業の領域です。新しい分野をこなすことのできる専門的知識と経験をもった人材がいるかどうかというところが事業成功の鍵になります。今後、ACCUが自己の組織内に人材を養成していくとともに、これまで以上に外部にも協力・支援してくれる人材のネットワークを形成していく必要があります。 

　第３には、新しい事業提案の多くが文化と教育の分野にまたがっていて、総合的アプローチを必要としていることが強く感じられました。たとえば、文化遺産の保存と教育事業を連係させることです。 

　第４にはACCUのこれまでに蓄積してきた財産の大きさに気づかされたことです。たとえば、70年代や80年代に制作した、アジア昔話や民話の本の中から、新たな目でアジア道徳集を編集するなどといったアイデアです。急激な社会変動に対して、子どもたちの倫理的態度の形成が遅れてしまっていると多くのアジア太平洋諸国が考えていることがわかりました。 

　第５には各国の間にかなりの格差が出てきたことから、ACCUはアジア太平洋全域を対象とする活動だけでなく、各地域ごとの事業展開を考えて、もっと各国の需要に適切に応えていく必要を感じました。 

　しかしフォーラムの最大の成果は何よりも同じ問題に取り組んでいる人々がお互いに顔を合わせて話し合うことができたということです。しかもインフォーマルに本音で語りあったと感じました。ACCUはこの豊かな関係を大切にして､引き続きアジア太平洋諸国と協力しながら教育・文化にかかわる事業を積極的に展開していきたいと思っています。 
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